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縮 尺工 事 名 称 番

号図 面 名 称 年　月　日
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×0.1  m3/min×14ｍ

ラインファン

機材仕様

建設省告示1292号6-4

合併処理装：長時間ばっ気式

各槽・容量表

沈砂槽

沈澱槽

原水槽

ばっ気槽

流量調整槽

消泡ポンプ槽
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汚泥濃縮槽
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m3
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処理対象人員 762 人
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      20 PPM

      40 PPM

153 m3/日

×1.18m3/min×0.4 kg/c㎡

120  kg.ｍ×1/16000

150φ

換気扇 350φ

撤去 既存浄化槽･ フロ－シ－ト

Ｍ-１
みなみ町市営住宅浄化槽解体工事

鹿 沼 市

鹿 沼 市 役 所

都 市 建 設 部 　 建 築 課

(注記) ・図示上のコンクリート製水槽、機器､配管類は全て撤去する｡

・事前にある程度の汲取りは実施しているが残留汚泥等については適正に処分し、消毒を行うこと（資料-汲取り状況報告書　参照）

・水槽撤去前には内部を洗浄､消毒する｡

・洗浄、消毒後にて発生した排水については一般廃棄物として適切処分する｡

・解体工事が完了した30日以内に浄化槽法に基づき廃止届出を提出すること。



撤去

※図示中の機器、管弁類はすべて撤去する。
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※図示中の機器、管弁類はすべて撤去する。
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みなみ町市営住宅浄化槽解体工事

撤去　既存浄化槽：内部平面図
Ｍ-３都市建設部　建築課
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撤去

※図示中の機器、管弁類はすべて撤去する。
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S=1:50みなみ町市営住宅浄化槽解体工事

撤去　既存浄化槽：Ａ断面図
Ｍ-４

▼B1FL

▼B2FL

▼1FL1

▼RFL1

都市建設部　建築課

鹿 沼 市 役 所
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5
,
4
6
0

2
0
0

4
,
7
0
0

3
5
0

6
0

1
5
0

1
,
1
00

800

機械室・原水槽ほか・Ｂ-Ｂ’断面図 　S=1/50
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※図示中の機器、管弁類はすべて撤去する。

流量調整槽・Ｃ-Ｃ’断面図 　　S=1/50
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※図示中の機器、管弁類はすべて撤去する。

ばっ気槽・Ｄ-Ｄ’断面図 　　S=1/50

撤去

※図示中の機器、管弁類はすべて撤去する。

ばっ気槽・Ｅ-Ｅ’断面図 　　S=1/50

縮 尺工 事 名 称 番

号図 面 名 称 年　月　日撤去　既存浄化槽：Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ各断面図

みなみ町市営住宅浄化槽解体工事

Ｍ-５

鹿沼市

S = 1;50鹿 沼 市 役 所

都 市 建 設 部 　 建 築 課



縮 尺工 事 名 称 番

号図 面 名 称 年　月　日

鹿 沼 市

E-１
みなみ町市営住宅浄化槽解体工事鹿 沼 市 役 所

都 市 建 設 部 　 建 築 課

３φ３Ｗ　２００Ｖ

ＭＣＢ３Ｐ

225AF/200AT

（時差付）

動 力電 灯

Ｗｈ Ｗｈ

50AF/30AT

ＥＬＢ３Ｐ

100AF/100AT

ＥＬＢ３Ｐ

100AF/100AT

ＥＬＢ３Ｐ ＥＬＢ３Ｐ ＥＬＢ３Ｐ ＥＬＢ３Ｐ ＥＬＢ３Ｐ ＥＬＢ３Ｐ ＥＬＢ３Ｐ ＥＬＢ３Ｐ ＥＬＢ３Ｐ

30AF/5AT

ＭＣＢ３Ｐ

225AF/200AT

３φ３Ｗ　２００Ｖ

動力制御盤引込開閉器盤（ＷＰ）

露出型Ｗ５００：Ｈ９００：Ｄ１８０

30AF/30AT 30AF/15AT 30AF/15AT 30AF/20AT 30AF/20AT 30AF/15AT 30AF/15AT 30AF/15AT 30AF/15AT

50AF/20AT

ＥＬＢ２Ｐ

ＭＣＢ２Ｐ ＭＣＢ２Ｐ ＭＣＢ２Ｐ ＭＣＢ２Ｐ

30AF/20AT 30AF/20AT 30AF/20AT

１φ２Ｗ　１００Ｖ１φ２Ｗ　１００Ｖ

ＭＣＢ２Ｐ

7.5kw7.5kw 2.2kw 0.1kw 0.2kw 1.5kw 1.5kw 0.75kw 0.75kw 0.2kw 0.75kw

調整ポンプ かき寄き機 操作回路原水ポンプ荒目スクリーン撹拌ブロアばっ気ブロア ラインファン コンセント照明破砕機

200Vモーター負荷は、制御回路（電磁接触器、サーマル、タイマー、進相コンデンサ等）付

消泡ポンプ

露出型自立型Ｗ９００：Ｈ１９００：Ｄ４００

撤去既存浄化槽：単線結線図



地階壁芯

1階平面図　S＝1：50
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汚泥貯留槽

ばっ気槽

上
ル

消毒槽
消泡ポンプ槽

沈殿槽

ピット

土間コン

縮 尺工 事 名 称 番

号図 面 名 称 年　月　日

S=1:50

鹿 沼 市
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機械室
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注２）  現場を十分調査してから現状を把握し、作業にあたること。

撤去配線凡例　　図面上特記なき配線は下記のとおりとする。

注１ )　特記なき図中は全て撤去とする。

地階床面積　18.700×6.550＝122.48　㎡

1階床面積　2.800×6.680　＝ 18.70　㎡

合計床面積　　　　　　　　 141.18　㎡

ＶＶＦ１.６－２Ｃ　隠蔽配管ＰＦ（１６）

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｐ

３

１

２

ＶＶＦ１.６－２Ｃ　隠蔽配管ＰＦ（１６）
階段下

ル

流量調整槽

ＶＶＦ１.６－３Ｃ　隠蔽配管ＰＦ（１６）

ＣＶ８□－４Ｃ　　　土間配管ＰＦ（２８）

ＣＶ８□－４Ｃ　　　土間配管ＰＦ（２８）

ＣＶ２□－４Ｃ　　　土間配管ＰＦ（２２）

ＣＶＶ２□－２Ｃ　　土間配管ＰＦ（１６）

撤 去 凡 例

反射笠付型

シンボル 器具形式 数量仕 様部屋名

ＦＬＲ４０Ｗ×１灯

１Ｐ１５Ａ×１ スイッチ

１階 ３台

２組

２Ｐ１５Ａ×１ コンセント １組

みなみ町市営住宅浄化槽解体工事

E-２
撤去既存浄化槽：１階　平面図

鹿 沼 市 役 所

都 市 建 設 部 　 建 築 課



縮 尺工 事 名 称 番

号図 面 名 称 年　月　日

S=1:50

鹿 沼 市

Ｎ

注２）  現場を十分調査してから現状を把握し、作業にあたること。

撤 去 凡 例

地下１階 反射笠付型 ２台

シンボル 器具形式 数量仕 様部屋名

ＦＬＲ４０Ｗ×１灯

１Ｐ１５Ａ×１ スイッチ １組

地階2階平面図　S＝1：50地階1階平面図　S＝1：50
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撤去配線凡例　　図面上特記なき配線は下記のとおりとする。

注１ )　特記なき図中は全て撤去とする。

Ｍ
５

ＶＶＦ１.６－２Ｃ　土間配管ＰＦ（１６）

ＣＶ２□－４Ｃ　　　土間配管ＰＦ（２２）

ＣＶ２□－４Ｃ×２　土間配管ＰＦ（２８）

ＣＶＶ２□－４Ｃ　　土間配管ＰＦ（２２）
ＶＶＦ１.６－２Ｃ　隠蔽配管ＰＦ（１６）

ＶＶＦ１.６－２Ｃ　隠蔽配管ＰＦ（１６）

ＣＶ２□－４Ｃ　　　土間配管ＰＦ（２２）

1階制御盤へ

E-３
みなみ町市営住宅浄化槽解体工事鹿 沼 市 役 所

都 市 建 設 部 　 建 築 課

ﾗｲﾝﾌｧﾝ

撤去既存浄化槽：地下１階・地下２階平面図



庇

縮 尺工 事 名 称 番

号年　月　日

S=1:50

鹿 沼 市

屋上平面図　S＝1：50

図 面 名 称

10090
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下ル

Ｎ

Ｍ
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Ｍ
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11

ＣＶ２□－４Ｃ　　　土間配管ＰＦ（２２）

ＣＶ２□－４Ｃ　　　土間配管ＰＦ（２２）

ＣＶＶ２□－２Ｃ　　土間配管ＰＦ（２２）

ＣＶ２□－４Ｃ×２　土間配管ＰＦ（２８）

ＣＶＶ２□－４Ｃ　　土間配管ＰＦ（２８）

注２）  現場を十分調査してから現状を把握し、作業にあたること。

撤去配線凡例　　図面上特記なき配線は下記のとおりとする。

注１ )　特記なき図中は全て撤去とする。

撤 去 凡 例

シンボル 器具形式 数量仕 様部屋名

屋上 ＩＬ６０Ｗ×１灯 赤色灯 １台

みなみ町市営住宅浄化槽解体工事

撤去既存浄化槽：屋上平面図
E-４

鹿 沼 市 役 所

都 市 建 設 部 　 建 築 課







既存浄化槽平面図　S＝1：100
フェンス部正面図　S＝1：50
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※フェンスSP-A型（材質STKMR）(基礎共)

※印はすべて解体・撤去・処分する
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※地先境界石Ｗ150×Ｈ120×Ｌ600

※フェンスSP-A型（材質STKMR）(基礎共)

撤去既存浄化槽RC造

撤去部分Ｂ－Ｂ'断面図　S＝1：50

縮 尺工 事 名 称 番

号図 面 名 称 年　月　日

S=1:100みなみ町市営住宅浄化槽改修工事

鹿 沼 市

撤 去 既 存 浄 化 槽 ： 配 置 図
Ａ-２

鹿 沼 市 役 所

都 市 建 設 部 　 建 築 課

残置部分Ａ－Ａ'断面図　S＝1：50
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※CVT38□-3C　FEP（50）

※VVR 8□-2C  FEP（30）


